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「
執
行
セ

ズ
」

と
い
う
死
刑
判
決

｜
｜
明
治
十
五
年
十
一
月
一
日
・
大
審
院
判
決
を
巡
る
一
考
察
｜
｜

手

塚

豊

一
は
し
が
き

二
山
田
広
吉
事
件
第
一
審
判
決
の
内
容
と
、
そ
の
誤
謬

三
「
期
限
外
上
告
」
の
制
度

四
明
治
十
四
年
太
政
官
布
告
第
八
十
二
号
適
用
の
是
非

五
む
す
び

~t 

し

カミ

き

明
治
十
四
年
十
月
二
十
三
日
の
深
夜
、
強
盗
容
疑
者
を
逮
捕
し
、
連
行
中
の
警
視
庁
一
等
巡
査
清
水
久
徳
が
、
そ
の
容
疑
者
か
ら
反

撃
を
う
け
、
神
田
神
保
町
の
路
上
に
お
い
て
短
万
で
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
犯
人
山
田
広
吉
は
、
翌
朝
、
逮
捕
さ
れ

た
。
そ
し
て
東
京
裁
判
所
の
裁
判
に
付
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
十
五
年
二
月
二
十
八
日
、
東
京
軽
罪
裁
判
所
は
、
公
務
の
執
行
を
抗
拒
し
官
吏
を
殴
打
創
傷
し
て
死
に
致
し
た
者
（
明
治
十
五
年
刑

法
第
二
ニ
九
条
、
一
四
O
条
、
二
九
九
条
、
以
下
単
に
「
刑
法
」
と
呼
ん
で
引
用
す
る
）
ー
と
し
て
、
犯
人
山
田
広
吉
に
有
期
徒
刑
十
五
年
の
判
決
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を
言
渡
し
た
。
そ
し
て
、
上
告
の
期
限
三
日
を
経
過
し
た
（
治
罪
法
第
四
一
四
条
）
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
六
月
七
日
に
至
り
、
司
法
卿

474 

の
特
命
で
大
審
院
検
事
今
橋
巌
は
、
「
期
限
外
」
上
告
を
行
な
い
、
大
審
院
も
そ
れ
を
容
認
、
同
年
十
一
月
一
目
、
山
田
に
対
す
る
原

審
を
破
棄
し
、
改
め
て
罪
を
免
か
れ
る
た
め
の
故
殺
で
あ
る
と
し
て
（
刑
法
第
二
九
六
条
）
死
刑
を
宣
告
し
た
。
当
時
、
大
審
院
の
上
告

審
に
は
、
被
告
は
出
廷
せ
ず
、
大
審
院
の
判
決
は
、
原
裁
判
所
を
通
じ
て
、
被
告
に
伝
達
さ
れ
た
。
そ
れ
が
た
め
翌
十
二
月
十
一
日
、

東
京
軽
罪
裁
判
所
は
山
田
を
呼
出
し
、
大
審
院
の
死
刑
判
決
を
伝
え
、

渡
し
た
。

且
つ
「
死
刑
ハ
今
更
執
行
－
一
及
ハ
ザ
ル
儀
ト
心
得
ベ
シ
」
と
言

当
時
の
有
識
者
の
中
に
は
、
こ
の
異
状
な
裁
判
所
の
措
置
に
疑
念
を
も
っ
た
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

い
ま
そ
れ
を
確
め
え
な
い
。

昭
和
十
一
年
、
事
件
当
時
の
新
聞
か
ら
、
こ
の
事
実
を
知
っ
た
宮
武
外
骨
氏
は
、
「
公
私
月
報
」
第
七
十
四
号
に
「
執
行
せ
ざ
る
死

刑
の
宣
告
」
と
い
う
一
文
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
審
院
の
措
置
を
「
不
可
解
」
と
感
じ
た
宮
武
氏
は
、
牧
野
英
一
博

士
、
中
田
薫
博
士
ら
に
質
問
し
た
が
要
領
を
得
な
い
の
で
、
自
分
で
「
法
規
分
類
大
全
」
治
罪
門
を
丹
念
に
精
査
し
た
結
果
、
明
治
九

年
一
月
三
十
一
日
・
太
政
官
布
告
第
八
号
に
「
凡
ソ
上
告
期
限
内
ニ
検
事
及
罪
犯
ヨ
リ
上
告
セ
ス

γ
テ
司
法
卿
其
裁
判
ヲ
不
当
ナ
リ
ト

ス
ル
事
ア
ル
時
ハ
期
限
ニ
拘
ラ
ス
大
審
院
検
事
ヲ
シ
テ
上
告
セ
シ
ム
ル
事
ヲ
得
ヘ
シ
」

（
期
限
外
上
告
）
と
あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に

そ
の
場
合
、
大
審
院
の
上
告
審
で
死
刑
が
宣
告
さ
れ
て
も
、
そ
の
刑
は
執
行
し
な
い
と
い
う
太
政
官
指
令
（
明
治
十
二
年
一
月
二
十
日
・

司
法
省
何
、
同
年
二
月
十
日
・
太
政
官
指
令
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
太
政
官
布
告
及
び
指
令
が
根
拠
に
な
っ
て
、
前
に
述
べ
た
異

例
と
も
思
わ
れ
る
措
置
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
に
は
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
刑
事
訴
訟

に
関
す
る
諸
法
令
は
原
則
と
し
て
失
効
し
た
筈
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
明
治
九
年
の
法
令
並
に
十
二
年
の
太
政

官
指
令
が
、
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
何
の
疑
問
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
宮
武
氏
が
法
律
家
で



な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
は
、
前
述
の
大
審
院
の
措
置
に
は
、
宮
武
氏
が
挙
示
さ
れ
た
太
政
官
布
告
、
太
政
官
指
令
以
外
に
、
も
う
一
つ
別
の
法
令

が
、
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
・
太
政
官
布
告
第
八
二
号
「
大
審
院
各
裁
判

所
ニ
於
テ
明
治
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
審
理
ニ
着
手
セ
シ
刑
事
ハ
十
五
年
一
月
一
日
以
後
ト
難
モ
治
罪
法
－
一
拘
ハ
ラ
ス
仰
ホ
従

前
ノ
規
則
－
一
従
ヒ
処
分
ス
ヘ
シ
」
で
あ
る
。
山
田
広
吉
事
件
の
裁
判
は
、
十
五
年
の
治
罪
法
施
行
前
か
ら
、
す
で
に
審
理
が
開
始
さ
れ

て
い
た
事
案
で
あ
る
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
明
治
十
四
年
第
八
二
号
太
政
官
布
告
を
、
「
期
限
外
上
告
」
に
ま
で
適
用
す
る
こ
と
は
、
寒
に
疑
問
が
多
い
。
本
稿

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
、
大
方
の
御
批
判
を
仰
が
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

（1
）
明
治
十
四
年
十
月
二
十
五
日
・
朝
野
新
開
。

（2
）
明
治
十
四
年
十
月
二
十
六
日
・
朝
野
新
開
。

（3
）
警
視
庁
関
係
者
と
し
て
は
、
二
十
四
人
目
の
殉
職
者
で
あ
る
（
「
警
察
消
防
殉
職
録
」
・
昭
和
二
十
四
年
・
八
二
頁
、
「
警
視
庁
警
察
職
員
殉
職
者
顕
賞
録
」
・
昭
和

四
十
二
年
・
一
六
四
頁
！
一
六
五
頁
）
。

（4
）
明
治
十
五
年
三
月
一
日
・
朝
野
新
聞
、
時
事
新
報
。

（5
）
治
罪
法
に
は
、
軽
罪
裁
判
所
の
始
審
に
対
す
る
控
訴
の
制
が
あ
っ
た
が
（
第
六
三
条
）
、
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
・
太
政
官
布
告
第
七
四
号
で
「
当
分
ノ

内
実
施
セ
ス
」
と
い
う
臨
時
措
置
が
採
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
覆
審
は
、
上
告
以
外
に
は
な
い
。

（6
）
治
罪
法
第
四
一
四
条
に
「
上
告
ノ
期
限
ハ
一
一
一
日
ナ
リ
ト
ス
但
予
審
ニ
付
テ
ハ
一
言
渡
書
ノ
送
達
ア
リ
タ
ル
ヨ
リ
起
算
シ
公
判
ニ
付
テ
ハ
言
渡
ア
リ
タ
ル
ヨ
リ
起
算

ス
」
と
あ
る
。

（7
）
「
大
審
院
刑
事
判
決
録
」
・
明
治
十
五
年
十
一
月
ノ
部
・
一
四
四
頁l

一
四
六
頁
。
本
稿
で
は
判
決
原
本
か
ら
そ
れ
を
引
用
し
た
（
本
稿
・
四
八
四
頁
以
下
参
照
）
．

（8
）
明
治
十
五
年
十
二
月
十
三
日
・
朝
野
新
聞
、
東
京
日
日
新
開
。

（9
）
宮
武
外
骨
「
執
行
せ
ざ
る
死
刑
の
宣
告
」
・
公
私
月
報
第
七
四
号
（
昭
和
十
一
年
十
一
月
）
・
一
頁
。
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山
田
広
吉
事
件
第
一
審
判
決
の
内
容
と
、
そ
の
誤
謬
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山
田
広
吉
に
対
す
る
東
京
軽
罪
裁
判
所
の
第
一
審
判
決
が
、
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
に
言
渡
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。

同
年
三
月
一
日
・
朝
野
新
聞
の
「
裁
判
公
報
」
に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
月
二
十
八
日
東
京
軽
罪
裁
判
所
落
着

東
京
府
麹
町
区
下
六
番
町
十
七
番
地

幸
吉
方
止
宿

山
田

広
吉

其
方
儀
短
万
ヲ
携
へ
森
井
林
蔵
方
外
三
ケ
所
ニ
於
テ
暴
行
威
迫
シ
テ
金
円
ヲ
強
取
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
林
蔵
方
ヲ
立
去
リ
巡
査

清
水
久
徳
ニ
拘
引
セ
ラ
ル
、
ニ
当
リ
明
治
十
四
年
十
月
廿
三
日
午
前
四
時
比
神
田
裏
神
保
町
ヲ
過
グ
ル
際
短
万
ヲ
以
テ
久
徳

ヲ
傷
ケ
死
－
一
致
シ
タ
ル
所
為
ハ
刑
法
実
施
以
前
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
刑
法
第
三
条
ニ
ヨ
リ
新
旧
ヲ
比
照
シ
旧
律
－
一
因
ル
ト
キ
ハ
捕

亡
律
罪
人
拒
捕
条
ニ
依
リ
斬
ニ
可
処
ノ
処
刑
法
第
百
条
ニ
照
シ
一
ノ
重
キ
ニ
従
ヒ
第
二
百
九
十
九
条
及
第
百
三
十
九
条
ト
第

百
四
十
条
ト
ニ
照
シ
有
期
徒
刑
十
五
年
ニ
処
ス

（
用
の
字
脱
か1
1

手
塚
註
）

但
明
治
十
四
年
第
八
十
一
号
布
告
ニ
照
シ
附
加
刑
ヲ
適
セ
ズ

「
有
期
徒
刑
」
に
該
当
す
る
罪
は
、
明
治
十
五
年
刑
法
に
よ
る
と
「
重
罪
」
で
あ
る
か
ら
（
第
七
条
文
東
京
重
罪
裁
判
所
（
東
京
控
訴
裁

判
所
）
の
所
管
の
筈
（
治
罪
法
第
七
O
条
）
、
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
東
京
軽
罪
裁
判
所
（
東
京
始
審
裁
判
所
）
に
お
い
て
、
判
決
の
言
渡
が
行

な
わ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
本
稿
「
は
し
が
き
」
に
引
用
し
た
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
・
太
政
官
布
告
第
八
二
号
が
適
用

さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
後
ち
に
詳
述
す
る
。

さ
て
、
こ
の
判
決
の
内
容
で
あ
る
が
、
文
章
も
拙
劣
で
わ
か
り
に
く
く
、
ま
た
法
律
の
適
用
も
致
命
的
な
誤
り
を
ふ
く
ん
で
い
る
．



ま
ず
、
こ
の
判
決
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
註
釈
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
明
治
十
五
年
刑
法
施
行
前
の
犯
罪
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
時
の
法
律
に
よ
る
刑
と
、
明
治
十
五
年
刑
法
に
よ
る
刑
と
を
比
較
し

て
、
軽
い
方
を
選
択
す
る
（
明
治
十
五
年
刑
法
第
三
条
）
。

二
、
犯
罪
時
の
刑
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
は
、
新
律
綱
領
の
罪
人
拒
捕
の
条
で
、
「
凡
ソ
罪
ヲ
犯
シ
テ
逃
走
シ
、
捕
吏
ヲ
殴
チ
、

折
傷
以
上
ニ
至
ル
者
ハ
絞
、
殺
ス
者
ハ
斬
」
で
あ
る

三
、
明
治
十
五
年
刑
法
に
よ
る
と
、
被
告
の
行
為
は
ま
ず
第
二
九
九
条
「
人
ヲ
殴
打
創
傷
シ
因
テ
死
ニ
致
シ
タ
ル
者
ハ
重
懲
役
－
一
処

ス
」
す
な
わ
ち
傷
害
致
死
に
該
当
す
る
。

四
、
さ
ら
に
ま
た
第
二
ニ
九
条
「
官
吏
其
職
務
ヲ
以
テ
法
律
規
則
ヲ
執
行
シ
又
ハ
行
政
司
法
官
署
ノ
命
令
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
当
リ
暴
行

脅
迫
ヲ
以
テ
其
官
吏
ニ
抗
拒
シ
タ
ル
者
ハ
四
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
一
一
処
シ
五
円
以
上
五
十
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
」
と

第
一
四
O
条
「
前
条
ノ
罪
ヲ
犯
シ
因
テ
官
吏
ヲ
殺
傷
シ
タ
ル
者
ハ
殴
打
創
傷
ノ
各
本
条
一
一
照
シ
一
等
ヲ
加
へ
重
キ
ニ
従
テ
処
断

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

ス
」
に
該
当
す
る
。
こ
の
第
一
四

O
条
が
指
示
す
る
「
殴
打
創
傷
」
の
「
本
条
」
は
、
前
に
も
引
用
し
た
第
二
九
九
条
で
あ
る

(2
) 

が
、
そ
の
量
刑
は
重
懲
役
で
あ
る
。
そ
れ
に
ご
等
ヲ
加
へ
」
る
と
、
有
期
徒
刑
に
な
る
。

五
、
被
告
の
行
為
は
、
三
と
四
の
「
二
罪
倶
発
」
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
重
い
一
罪
で
罰
せ
ら
れ
る
か
ら
（
刑
法
第
一

0
0

条
）
、
四
の
み
と
な
り
、
有
期
徒
刑
で
あ
る
。
有
期
徒
刑
は
十
二
年
か
ら
十
五
年
ま
で
あ
る
（
刑
法
第
一
七
条
）
。
そ
の
中
で
十
五
年

を
選
択
し
た
。

六
、
新
律
綱
領
ノ
「
斬
」
と
、
刑
法
の
「
有
期
徒
刑
十
五
年
」
を
比
較
し
て
、
軽
い
方
の
後
者
を
採
っ
た
。

七
、
重
罪
の
刑
に
は
宣
告
を
用
い
ず
「
終
身
公
権
剥
奪
」
「
監
視
」
な
ど
、
種
々
の
附
加
刑
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
〈
刑
法
第
三
二
条
、
第
477 

三
七
条
な
ど
）
。
し
か
し
、
旧
法
時
代
の
犯
罪
で
、
刑
法
に
よ
り
重
罪
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
新
法
の
附
加
刑
は
免
除
さ
れ
て
い



る
〈
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
・
太
政
官
布
告
第
八
一
号
第
九
条
）
。
判
決
の
但
書
は
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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以
上
が
判
決
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
判
決
の
文
章
だ
け
か
ら
、
そ
の
真
意
を
く
み
と
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
余
り
に
も

悪
文
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
判
決
の
基
本
は
、
被
告
の
行
為
を
「
傷
害
致
死
」
と
み
た
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
判

(4
) 

決
中
に
は
、
そ
の
よ
う
に
認
定
し
た
根
拠
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
そ
の
点
も
不
備
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
基
本
を
そ
の
ま
ま
認
め
る

と
し
て
も
、
被
告
の
行
為
を
第
二
九
九
条
と
第
一
三
九
条
お
よ
び
第
一
四
O
条
の
「
二
罪
倶
発
」
（
併
合
罪
）
と
し
て
い
る
の
は
、
明
ら

か
な
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
想
像
上
ノ
数
罪
倶
発
」
で
あ
っ
て
「
数
罪
ト
シ
論
ス
ル
能
ご
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
被
告
の

行
為
は
、
傷
害
致
死
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
一
三
九
条
第
一
四
O
条
に
当
る
単
な
る
一
罪
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
余
り
に
も
初
歩
的

ミ
ス
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
傷
害
致
死
」
と
み
た
基
本
的
認
識
に
問
題
が
あ
っ
た
。
刑
法
に
は
、
そ
の
第
二
九
六
条
に
『
重
罪
軽
罪
ヲ
犯

ス
ニ
便
利
ナ
ル
為
メ
又
ハ
己
ニ
犯
シ
テ
其
罪
ヲ
免
カ
ル
ル
為
メ
人
ヲ
故
殺
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス
」
と
い
う
条
項
が
あ
り
、
そ
れ
は

山
田
事
件
に
適
用
す
る
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
誤
判
を
行
な
っ
た
裁
判
官
の
見
識
は
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
こ
の
誤
判
に
対
し
、
上
告
手
続

を
怠
っ
た
立
会
検
事
の
責
任
も
ま
た
免
が
れ
な
い
。

こ
の
判
決
に
対
し
、
当
時
の
新
聞
に
は
「
警
察
官
よ
り
も
右
裁
判
に
付
其
筋
へ
上
申
せ
ら
れ
し
由
」
と
い
う
報
道
も
み
ら
れ
る
。
警

視
庁
に
お
い
て
は
、
警
察
官
の
志
気
に
も
関
す
る
こ
と
と
て
、
こ
の
判
決
に
対
す
る
不
満
を
司
法
省
に
表
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
告
期
間
終
了
後
、
誤
判
に
気
付
い
た
司
法
省
は
そ
の
措
置
に
つ
い
て
苦
慮
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

治
罪
法
に
も
非
常
上
告
の
規
定
は
あ
っ
た
。
第
四
三
五
条
に
「
法
律
ニ
於
テ
罰
セ
サ
ル
所
為
－
一
対
シ
刑
ヲ
言
渡
シ
又
ハ
相
当
ノ
刑
ヨ

リ
重
キ
刑
ヲ
言
渡
シ
タ
ル
場
合
－
一
於
テ
定
期
内
ニ
上
訴
ス
ル
者
ナ
グ
シ
テ
其
裁
判
確
定
シ
タ
ル
時
ハ
大
審
院
検
事
長
ヨ
リ
司
法
卿
ノ
命



－
一
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
何
時
ニ
テ
モ
非
常
上
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
規
定
で
あ

る
。
し
か
し
、
山
田
事
件
の
場
合
は
「
相
当
ノ
刑
」
よ
り
軽
い
刑
を
言
渡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
非
常
上
告
の
対
象
に
は
な
ら
な

<9
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そ
こ
で
、
司
法
省
内
に
お
い
て
窮
余
の
一
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
前
に
も
一
言
し
た
治
罪
法
施
行
前
の
「
期
限
外
上
告
」
の

制
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
節
を
改
め
、
こ
の
制
度
の
出
現
過
程
を
考
察
し
て
み
た
い
。

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

（1
）
明
治
十
五
年
一
一
一
月
一
日
・
時
事
新
報
に
も
同
じ
記
事
が
あ
る
。
東
京
地
方
の
下
級
審
の
判
決
原
本
は
、
震
災
、
戦
災
で
ほ
と
ん
ど
亡
失
し
、
現
存
し
て
い
な
い
．

し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
の
判
決
原
本
も
参
照
出
来
事
す
、
裁
判
官
名
お
よ
び
立
会
検
事
名
も
わ
か
ら
な
い
。

（2
）
刑
法
第
六
七
条
に
よ
る
と
、
重
罪
の
刑
は
、
死
刑
、
無
期
徒
刑
、
有
期
徒
刑
、
重
懲
役
、
軽
懲
役
の
順
序
で
あ
る
．

（3
）
明
治
十
五
年
刑
法
は
、
併
合
罪
に
つ
い
て
吸
収
主
義
を
採
っ
て
い
る
。

（4
）
治
罪
法
第
三
O
四
条
に
は
「
裁
判
所
ニ
於
テ
刑
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
ニ
ハ
事
実
及
ヒ
法
律
ニ
依
り
其
理
由
ヲ
明
示
シ
且
一
切
ノ
証
癒
ヲ
明
示
ス
可
シ
」
と
あ
り
、
山
田

事
件
判
決
は
、
こ
の
規
定
に
も
反
し
て
い
る
．

（5
）
岡
田
朝
太
郎
「
日
本
刑
法
論
」
（
明
治
二
十
七
年
）
・
九
七
三
頁
以
下
参
照
。

（6
）
（7
）
当
時
の
判
検
事
の
多
く
は
、
西
洋
法
律
学
の
知
識
に
乏
し
い
人
が
多
く
、
そ
れ
が
た
め
、
明
治
十
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
式
の
刑
法
、
治
罪
法
施
行
直
後
の
裁

判
に
は
誤
判
が
決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
（
拙
稿
「
議
誘
律
の
廃
止
に
関
す
る
一
考
察
」
・
法
学
研
究
（
慶
大
）
第
四
七
巻
一

O
号
・
二
四
頁
以
下
、
拙
稿
「
明
治
十
五

年
刑
法
施
行
前
の
不
敬
罪
事
件
」
・
拙
著
「
自
由
民
権
裁
判
の
研
究
下
」
・
昭
和
五
十
八
年
・
四
一
頁
、
一
四
七
頁
｜
一
四
八
頁
等
参
照
）
。

（8
）
明
治
十
五
年
十
二
月
十
三
日
・
朝
野
新
開
。

（9
）
明
治
十
五
年
七
月
十
五
日
、
六
津
始
審
裁
判
所
検
事
は
、
罰
す
べ
き
所
為
に
誤
っ
て
無
罪
を
言
渡
し
、
ま
た
は
相
当
の
刑
よ
り
軽
い
刑
を
言
渡
し
た
判
決
も
是
正

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
上
・
申
し
た
の
に
対
し
、
八
月
三
日
の
司
法
省
指
令
は
、
そ
の
場
合
は
非
常
上
告
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
断
言
し
て
い
る
（
「
治
罪

法
訓
令
類
纂
」
・
明
治
十
七
年
・
一
七
九
頁
）
．

「
期
限
外
上
告
」
の
制
度

明
治
初
年
以
降
の
刑
事
の
訴
訟
法
に
お
い
て
、
上
訴
の
制
度
が
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
明
治
五
年
八
月
三
日
・
太
政
官
無
号479 



達
「
司
法
職
務
定
制
」
で
、
東
京
近
傍
の
府
県
の
裁
判
所
か
ら
は
司
法
省
裁
判
所
へ
、
遠
隔
の
府
県
裁
判
所
か
ら
は
司
法
省
出
張
裁
判480 

所
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
上
訴
の
途
が
開
か
れ
た
（
第
五
四
条
、
第
五
五
条
）
。
そ
の
後
、
明
治
八
年
五
月
、
大
審
院
設
置
に
伴
い
、
五
月
二
十
四

日
・
太
政
官
布
告
第
九
十
三
号
を
以
て
、
上
告
手
続
は
詳
し
く
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
非
常
上
告
」
的
な
制

度
は
み
あ
た
ら
な
い

は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
明
治
八
年
秋
に
発
生
し
た
山
科
生
幹
事
件
が
契
機
と
な
っ
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
戦
前
、
尾
佐
竹
猛
博
士
が
「
非
常
上
告
の
始
め
、
山
科
生
幹
一
件
」
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
非
常
上
告
」
的
制
度
が
、

と
れ
が
同
事
件
に
関
す
る
唯
一
の
詳
し
い
論
考
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
い
ま
、
主
と
し
て
尾
佐
竹
博
士
の
研
究
に
し
た
が
い
、
こ
の

事
件
の
経
過
を
追
っ
て
み
た
い
。

京
都
御
所
に
勤
め
る
公
卿
の
家
に
生
れ
た
山
科
生
幹
は
、
長
じ
て
守
旧
派
の
仲
間
に
入
り
、
福
沢
諭
吉
の
洋
学
は
わ
が
国
を
共
和
政

治
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
、
明
治
六
年
十
月
に
上
京
、
翌
七
年
に
は
太
政
官
写
字
生
に
就
職
し
た
が
、
政
府
高
官
の
動
き
に
疑
念

を
抱
き
、
同
志
を
集
め
て
の
変
革
運
動
を
計
画
、
ま
ず
同
郷
の
友
人
小
林
祐
勝
を
仲
間
に
入
れ
よ
う
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
虚
言
を
述
べ

て
勧
誘
し
た
。
山
科
は
福
沢
の
塾
に
入
り
動
静
を
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
福
沢
は
驚
く
べ
き
事
実
を
打
明
け
た
と
、
小
林
に
話
し
た
。
そ

れ
は
、
わ
が
国
を
共
和
制
に
せ
ん
と
す
る
四
カ
条
の
盟
約
が
あ
り
、
三
条
、
岩
倉
両
大
臣
は
じ
め
大
隈
参
議
も
同
調
し
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
を
打
倒
す
る
に
は
、
華
族
を
盟
主
と
す
る
有
志
を
集
め
、
天
皇
の
内
勅
を
奉
じ
て
事
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
先
ず
盟
主
た
る
べ
き
華
族
を
説
得
す
る
運
動
を
始
め
よ
う
と
、
小
林
に
も
ち
か
け
た
。
小
林
は
そ
れ
に
同
調
、
二
人
は
そ

れ
ぞ
れ
二
、
三
の
華
族
邸
を
訪
ね
た
が
、
門
前
払
同
様
に
断
わ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
華
族
の
一
人
で
あ
る
葉
室
俊
顕
が
、
宮
内
卿
徳
大

一
件
が
暴
露
し
、
山
科
、
小
林
の
両
名
が
捕
縛
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

寺
実
則
に
上
申
し
た
の
で
、

そ
し
て
、
東
京
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
の
結
果
、八
年
十
月
七
日
、
山
科
に
対
し
て
は
「
不
応
為
重L
に
よ
り
「
懲
役
七
十
日
ノ
処
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素
愛
国
ノ
赤
心
ヨ
リ
出
ル
ヲ
以
テ
情
ヲ
量
リ
蹟
罪
金
五
円
二
十
五
銭
」
、
小
林
に
対
し
て
は
「
不
応
為
軽
」
に
よ
り
「
懲
役
三
十
日
ノ
臆

<uv

罪
金
二
円
二
十
五
銭
」
を
言
渡
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
判
決
は
、
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
た
。
十
月
十
三
日
、
新
聞
報
道
で
こ
の
判
決

を
知
っ
た
太
政
官
は
、
司
法
省
に
対
し
て
、
「
重
大
ノ
罪
犯
ニ
相
見
候
」
「
若
シ
不
当
之
裁
判
－
一
候
得
者
大
審
院
へ
上
告
破
段
ヲ
求
メ
再

審
ニ
可
附
此
旨
相
達
候
事
」
と
指
示
し
た
。

十
月
十
七
日
、
司
法
省
は
こ
の
事
件
は
「
上
告
期
限
（
三
日
間
で
あ
る
｜
｜
手
塚
註
）
己
に
相
過
候
ニ
付
破
殻
ヲ
求
メ
難
ク
候
」
と
返
牒

（
日
）

し
た
。
し
か
し
、
即
日
、
太
政
官
は
司
法
省
に
対
し
「
山
科
生
幹
儀
ハ
国
事
犯
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
検
事
一
一
付
シ
テ
上
告
可
為
致
旨
及
指
令

候
ニ
就
テ
ハ
期
限
ニ
不
拘
受
理
可
致
旨
大
審
院
へ
可
相
達
事
」
と
、
重
ね
て
指
令
し
た
。

し
か
し
、
司
法
省
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
一
件
を
大
審
院
へ
達
す
る
こ
と
は
筋
違
い
と
考
え
た
ら
し
く
、
直
に
太
政
官
に
対
し
「
山

科
生
幹
罪
状
ハ
国
事
犯
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
期
限
ニ
不
拘
検
事
－
一
付
シ
テ
上
告
可
致
旨
御
指
令
一
一
就
テ
ハ
大
審
院
ヘ
モ
其
旨
御
達
相
成
度
此

段
上
申
候
也
」
と
申
し
出
た
。

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

太
政
官
か
ら
、
大
審
院
へ
の
指
令
文
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
即
日
、
指
令
し
た
模
様
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
の
ち
の
山
科
、
小

林
に
対
す
る
大
審
院
の
判
決
文
に
「
大
審
院
詰
検
事
－
一
於
テ
右
東
京
裁
判
所
ノ
裁
判
ヲ
不
法
ト
為
シ
明
治
八
年
十
月
十
七
日
大
審
院
ニ

上
告
シ
云
々
」
と
い
う
文
字
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
実
際
上
、
「
期
限
外
上
告
」
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
司
法
省
は
そ
う
し
た
事
項
は
一
般
的
成
文
法
に
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
ら
し
く
、
十
月
二
十
三
日
、
草
案
を
副
え
て
太
政
官
ヘ
上
申
、
太
政
官
は
法
制
局
の
議
を
経
て
、
翌
九
年
一
月

三
十
一
日
、
太
政
官
布
告
第
八
号
を
以
て
発
令
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
期
限
外
上
告
」
の
制

度
が
成
文
法
上
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

481 

同
年
七
月
十
二
日
、
山
科
事
件
を
審
理
し
た
大
審
院
は
原
審
を
破
段
、
改
め
て
「
国
事
犯
」
と
し
て
、
山
科
に
対
し
て
は
「
除
族
ノ
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上
懲
役
一
年
可
申
付
ノ
処
明
治
八
年
十
一
月
七
日
口
供
甘
結
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
滞
獄
三
十
日
以
外
二
百
十
八
日
ヲ
過
ル
ヲ
以
テ
懲
役
百

四
十
七
日
」
、
小
林
に
対
し
て
は
「
禁
獄
百
日
可
申
付
ノ
処
明
治
八
年
十
一
月
十
五
日
口
供
甘
結
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
滞
獄
三
十
日
以
外

（
幻
）
（
忽
）

二
百
十
日
ヲ
過
ル
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
放
免
ス
」
と
宣
告
し
た
。
山
科
は
実
刑
に
服
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
述
べ
た
ご
と
く
、
「
期
限
外
上
告
」
の
制
は
、
不
当
と
思
わ
れ
る
第
一
審
判
決
を
是
正
す
る
た
め
の
非
常
措
置
で
あ
っ
た
。
治

罪
法
の
「
非
常
上
告
」
の
制
が
、
被
告
人
の
利
益
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
根
本
的
に
そ
の
主
旨
を
異
に
し

た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
約
二
年
を
経
た
十
一
年
一
月
二
十
二
日
、
司
法
省
は
「
期
限
外
ノ
上
告
ニ
シ
テ
其
出
ス
ユ
失
ス
ル
者
ノ
如
キ
ハ
満
期
放
免

後
既
ニ
幾
数
年
ノ
久
シ
キ
ヲ
経
過
ス
ル
モ
大
審
院
ニ
於
テ
原
裁
判
ヲ
破
殻
ス
ル
ト
キ
ハ
再
ヒ
拘
致
服
役
不
致
候
テ
ハ
相
成
ラ
ス
右
様
ニ

テ
ハ
実
際
不
都
合
不
砂
ニ
付
自
今
其
出
ス
ニ
失
ス
ル
者
ニ
シ
テ
期
限
外
ノ
上
告
ニ
係
ル
者
ハ
仮
令
大
審
院
之
ヲ
破
殻
ス
ル
モ
再
ヒ
拘
致

《
明ω〉

服
役
ス
ル
ヲ
用
ヒ
ス
原
裁
判
ノ
通
リ
執
行
候
様
一
定
致
度
」
と
、
太
政
官
へ
申
出
た
。
す
な
わ
ち
、
期
限
外
上
告
に
よ
っ
て
刑
が
重
く

一
旦
釈
放
に
な
っ
た
者
を
再
服
役
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
も
、
再
服
役
は
さ
せ
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
太
政

〈
川
品
〉

官
も
そ
れ
を
み
と
め
、
二
月
二
十
日
に
「
伺
之
通
」
と
指
令
し
た
。
さ
ら
に
同
年
十
ニ
月
十
七
日
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
静
岡
県

な
り
、

は
、
期
限
外
上
告
で
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
場
合
「
死
刑
ニ
係
ル
者
ハ
特
別
ノ
儀
ニ
付
仮
令
期
限
外
ノ
上
告
ト
難
モ
破
段
裁
判
通
リ
執
行

〈
お
）

可
相
成
筋
ニ
可
有
之
哉
」
と
、
司
法
省
ヘ
伺
出
た
。
翌
十
二
年
一
月
二
十
日
、
司
法
省
は
死
刑
の
場
合
に
も
例
外
で
は
な
く
、
執
行
し

<mm
>

な
い
旨
を
太
政
官
へ
問
合
せ
、
太
政
官
は
法
制
局
へ
の
諮
問
を
経
て
、
二
月
十
日
に
「
伺
之
通
」
と
指
令
し
た
。
期
限
外
上
告
で
死
刑

が
宣
告
さ
れ
て
も
、
そ
の
刑
は
執
行
し
な
い
と
い
う
司
法
省
の
方
針
を
、
太
政
官
も
是
認
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
「
法
制
局
議

案
」
は
「
大
審
院
ノ
再
審
ヲ
要
ス
ル
ハ
唯
法
律
ヲ
回
護
ス
ル
ニ
在
リ
テ
之
カ
為
ニ
被
告
人
ヲ
害
セ
サ
ル
ハ
普
通
ノ
法
理
ナ
リ
死
刑
ト
雄

〈
明μ
〉

そ
亦
同
理
ナ
ル
ハ
勿
論
ノ
儀
ト
存
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
宮
武
外
骨
氏
が
、
こ
の
伺
、
指
令
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
「
は
し



が
き
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
「
期
限
外
上
告
」
の
場
合
も
、
妥
当
な
法
律
の
適
用
を
護
る
だ
け
が
目
的
で
あ
っ

て
、
被
告
人
に
対
し
て
は
直
接
の
不
利
益
を
与
え
な
い
と
い
う
方
針
が
確
立
し
、
結
果
的
に
は
治
罪
法
の
非
常
上
告
と
ほ
ぼ
符
合
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
期
限
外
上
告
」
の
制
度
は
、
明
治
十
五
年
一
月
一
目
、
治
罪
法
の
施
行
に
よ
り
消
滅
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
が
不
死
鳥
の
ご
と
く
蘇
る
時
が
来
た
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
同
年
十
一
月
一
日
の
山
田
広
吉
事
件
に
関
す
る
大
審
院
判

決
が
そ
れ
で
あ
る
。

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

（1
）
尾
佐
竹
猛
「
非
常
上
告
の
始
め
・
明
治
裁
判
物
語
（
九
）
」
・
法
曹
界
雑
誌
第
七
巻
五
号
（
昭
和
四
年
）
・
一

O
一
一
一
頁
以
下
．
本
稿
で
は
便
宜
上
、
そ
の
論
文
を
収

録
し
た
博
士
の
全
集
か
ら
引
用
す
る
。
な
お
、
尾
佐
竹
博
士
の
前
掲
論
考
発
表
に
先
き
立
ち
、
宮
武
外
骨
「
国
事
犯
事
件
の
非
常
上
告
珍
談
」
・
新
旧
時
代
第
二
年
第

七
冊
（
大
正
十
五
年
十
月
）
二
一
頁
以
下
と
、
相
良
武
雄
「
山
科
生
幹
一
件
」
・
新
旧
時
代
第
二
年
第
八
冊
（
大
正
十
五
年
十
一
月
）
三
八
頁
以
下
の
二
編
が
あ
る
が
、

共
に
簡
単
な
短
篇
で
あ
る
。
因
み
に
後
者
は
、
前
者
の
続
論
で
、
「
相
良
武
雄
」
は
、
尾
佐
竹
博
士
の
筆
名
の
一
つ
で
あ
る
。

（2
）
尾
佐
竹
博
士
は
、
記
述
の
出
典
を
全
く
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
文
献
を
利
用
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
山
科
生
幹
一
件
に
関
す
る
太

政
官
、
司
法
省
間
な
ど
の
伺
、
指
令
の
類
は
、
「
法
規
分
類
大
全
」
治
罪
門
付
・
刑
事
諸
則
・
一
O
八
頁
l

一O
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
大
政
類
典
」

（
第
二
編
第
三
四
七
巻
・
治
罪
一
）
所
載
の
「
京
都
府
土
族
山
科
生
幹
国
事
犯
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
期
限
外
上
告
ヲ
許
ス
」
一
件
書
類
と
同
一
で
あ
る
が
、
判
決
文
は
入
っ

て
い
な
い
。

（3
）
（4
）
（5
）
尾
佐
竹
「
疑
獄
難
獄
」
・
「
尾
佐
竹
猛
全
集
」
第
一
一
巻
（
昭
和
二
十
三
年
）
・
一
O
四
頁
、
一
O
五
頁
。

（6
）
そ
の
噴
、
わ
が
国
が
共
和
制
に
な
る
と
い
う
風
聞
は
、
相
当
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
年
五
月
、
福
島
に
お
い
て
は
、
現
職
の
六
等
警
部
平
田

保
直
外
二
名
が
、
そ
れ
を
憂
慮
し
、
義
兵
の
準
備
中
に
検
挙
さ
れ
、
兇
徒
褒
衆
罪
に
関
わ
れ
た
事
件
が
あ
る
（
「
福
島
県
犯
罪
史
」
・
昭
和
四
十
年
・
一
五
四
頁
以
下
）
。

（7
）
（8
）
尾
佐
竹
・
前
掲
全
集
・
一
O
六
頁
、
一
O
七
頁
。

（9
）
（
叩
）
明
治
三
年
の
新
律
綱
領
雑
犯
律
「
不
応
為
」
に
「
凡
律
令
－
一
正
条
ナ
シ
ト
難
モ
情
理
由
一
於
テ
、
為
ス
ヲ
得
応
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
ヲ
為
ス
者
ぺ
答
三
十
、
事

理
重
キ
者
ハ
、
杖
七
十
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
五
年
四
月
・
太
政
官
布
告
第
一
一
一
二
号
「
懲
役
法
」
に
よ
り
「
答
三
十
」
は
懲
役
三
十
日
、
「
答
七
十
」
は
「
懲
役
七
十

日
」
に
換
刑
、
さ
ら
に
改
定
律
例
（
六
年
六
月
十
三
日
・
太
政
官
布
告
第
二
O
六
号
）
の
「
改
正
購
罪
収
購
例
図
」
に
よ
り
「
懲
役
七
十
日
」
は
「
五
円
二
十
五
銭
」
、

「
懲
役
三
十
日
」
は
「
二
円
二
十
五
銭
」
の
購
罪
金
と
な
る
。

（
日
）
尾
佐
竹
・
前
掲
全
集
・
一
O
七
頁
。
但
し
山
科
に
対
す
る
購
罪
金
が
「
五
円
二
十
銭
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ロ
〉
例
え
ば
明
治
八
年
十
月
九
日
・
朝
野
新
開
。
な
お
、
明
治
八
年
十
月
二
十
五
日
・
朝
野
新
閣
の
無
題
論
説
は
、
山
科
事
件
に
対
す
る
量
刑
の
甘
さ
を
批
判
し
て
い

る
。
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（
日
）
前
掲
法
規
分
類
大
全
・
治
罪
門
付
・
刑
事
諸
則
・
一
O
八
頁
。

（M
）
明
治
八
年
五
月
二
十
四
日
・
太
政
官
布
告
第
九
三
号
の
第
二
章
「
上
告
総
則
ノ
事
」
第
三
十
条
に
「
上
告
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
囚
人
ハ
裁
判
言
渡
ヨ
リ
第
三
日
迄

－
一
一
比
例
哨
レ
上
告
願
状
ヲ
其
裁
判
所
ノ
書
記
局
ニ
捧
ケ
又
第
十
日
迄
ニ
上
告
趣
意
明
細
書
ヲ
作
リ
同
ク
書
記
局
－
一
捧
ク
へ
ご
と
あ
る
。

（
日
）
（
日
）
（
口
）
前
掲
法
規
分
類
大
全
・
治
罪
門
付
・
刑
事
諸
則
・
一
O
八
頁
｜
一
O
九
頁
。

（
国
）
尾
佐
竹
・
前
掲
全
集
・
一O
九
頁
。

（
臼
）
前
掲
法
規
分
類
大
全
・
治
罪
門
付
・
刑
事
諸
則
・
一
O
九
頁
。

（
却
）
（
包
）
明
治
七
年
五
月
二
十
五
日
・
太
政
官
布
告
第
五
七
号
「
滞
獄
罪
囚
減
役
例
図
」
に
「
凡
懲
役
十
年
以
下
ノ
罪
人
疑
難
等
－
一
係
リ
口
供
甘
結
後
滞
獄
三
十
日

以
外
四
一
及
フ
者
ハ
並
ニ
三
十
日
ヲ
除
ク
外
蹟
過
ス
ル
日
ヲ
本
罪
内
ニ
算
入
シ
テ
罪
ヲ
科
ス
」
と
あ
る
。
口
供
甘
結
す
な
わ
ち
結
審
後
の
未
決
拘
留
日
数
か
ら
三
十
日
を

除
い
た
日
数
は
本
罪
に
算
入
す
る
規
定
で
あ
る
（
未
決
通
算
）
。

（
勾
）
尾
佐
竹
・
前
掲
全
集
・
一O
八
頁
｜
一
O
九
頁
。

（
お
）
（
剖
）
（
お
）
（
お
）
〔
釘
）
前
掲
法
規
分
類
大
全
・
治
罪
門
付
・
刑
事
諸
則
・
一
一
四
頁
｜
一
一
五
頁
。

四

明
治
十
四
年
太
政
官
布
告
第
八
十
二
号
適
用
の
是
非

「
期
限
外
上
告
」
に
も
と
づ
く
大
審
院
の
判
決
は
、
明
治
十
五
年
十
一
月
一
日
に
、
左
の
通
り
言
渡
さ
れ
た
。

判
文

東
京
府
麹
町
区
下
六
番
町
十
七
番
地

平
民

幸
吉
弟

山
田
広
吉

明
治
十
五
年
二
月

二
十
三
年

右
広
吉
ニ
対
シ
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
東
京
軽
罪
裁
判
所
ニ
於
テ
左
ノ
裁
判
ヲ
申
渡
シ
タ
リ

（
前
掲
し
た
故
、
省
略
｜
｜
手
塚
註
）

本
院
検
事
今
橋
巌
ハ
司
法
卿
ノ
達
一
一
因
リ
明
治
十
五
年
六
月
五
日
付
ヲ
以
テ
期
限
外
ノ
上
告
ヲ
為
シ
タ
リ
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東
京
府
平
民
山
田
広
吉
捕
吏
ヲ
殴
殺
シ
タ
ル
件
東
京
軽
罪
裁
判
所
ニ
於
テ
別
紙
ノ
通
裁
判
之
ア
リ
侯
処
右
ハ
本
犯
口
供
及

検
視
調
書
ニ
依
レ
ハ
果
シ
テ
握
リ
シ
手
ヲ
放
タ
シ
ム
ル
ノ
目
的
－
一
止
マ
リ
シ
ナ
ラ
ハ
手
ヲ
放
チ
シ
後
胸
部
ヲ
刺
ス
ニ
及
ハ

ス
二
回
マ
テ
モ
胸
部
ヲ
刺
シ
タ
ル
ハ
故
殺
ノ
所
為
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
胸
部
ヲ
刺
ス
ト
キ
ハ
其
人
死
一
一
至
ル

ヘ
キ
ハ
通
常
ノ
事
ナ
レ
ハ
胸
部
ヲ
刺
シ
テ
殺
意
ナ
シ
ト
云
フ
ハ
別
段
ノ
証
ア
ル
ノ
外
決
シ
テ
理
ノ
許
サ
、
ル
所
ナ
レ
ハ
ナ

リ
就
テ
ハ
本
件
ハ
新
旧
法
ヲ
比
照
シ
其
刑
等
シ
キ
ニ
付
刑
法
第
二
百
九
十
六
条
－
一
依
リ
処
断
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
同
法
第

二
百
九
十
九
条
第
百
三
十
九
条
第
百
四
十
条
ニ
依
り
裁
判
ヲ
為
シ
タ
ル
ハ
不
法
ノ
裁
判
ナ
リ
ト
ス
右
ハ
明
治
十
四
年
中
審

理
ニ
着
手
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
因
リ
旧
手
続
一
一
従
ヒ
期
限
外
上
告
可
致
旨
司
法
卿
ノ
達
一
一
因
リ
上
告
期
限
外
ノ
破
段
ヲ
求

ム

弁
明

原
裁
判
所
ノ
簿
冊
－
一
就
テ
被
告
人
カ
巡
査
ヲ
刃
傷
セ
シ
事
実
ヲ
審
按
ス
ル
一
一
被
告
人
ノ
口
供
中
ニ
巡
査
自
分
ノ
左
方
ニ
附

添
ヒ
右
手
ニ
テ
自
分
ノ
帯
ヲ
緊
ト
握
リ
拘
引
ス
ル
際
自
分
ハ
逃
走
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
身
ヲ
脱
ス
ル
ニ
由
ナ
キ
故
巡
査
ノ

腕
ヲ
傷
グ
レ
ハ
帯
ヲ
握
リ
シ
手
ヲ
離
ス
ナ
ラ
ン
ト
慮
ハ
カ
リ
左
手
ニ
テ
着
衣
ノ
上
ヨ
リ
短
万
ノ
鞘
ヲ
押
へ
右
手
ヲ
懐
へ
入

レ
横
ヲ
把
テ
抜
キ
放
チ
シ
刃
先
ヲ
巡
査
ノ
右
ノ
腕
へ
目
掛
ケ
テ
カ
ニ
任
セ
突
立
ツ
レ
ハ
巡
査
ハ
何
ヲ
ス
ル
ト
一
喝
シ
テ
自

分
ノ
帯
ヲ
握
リ
シ
手
ヲ
放
シ
体
ヲ
少
シ
グ
横
向
ニ
為
シ
タ
ル
時
勢
－
一
乗
シ
テ
又
二
回
計
リ
突
立
テ
、
逃
ケ
出
シ
タ
ル
処
巡

査
ハ
盗
賊
々
々
ト
呼
ハ
リ
追
逐
ス
ル
ニ
付
足
力
ヲ
極
メ
テ
疾
駆
シ
云
々
ト
ア
ル
ニ
依
レ
ハ
被
告
人
ハ
特
一
一
巡
査
ノ
拘
引
ヲ

逃
脱
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
音
合
一
出
テ
創
傷
シ
タ
ル
者
一
一
シ
テ
決
シ
テ
殺
意
ア
ル
ニ
非
ス
ト
陳
述
ス
ト
雄
モ
果
シ
テ
逃
脱
セ
ン

ト
欲
ス
ル
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
最
初
一
回
巡
査
ノ
腕
ヲ
傷
シ
其
手
ヲ
放
セ
シ
際
直
チ
ニ
逃
走
ス
ヘ
キ
筈
ナ
ル
－
一
手
ヲ
放
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シ
タ
ル
後
猶
勢
一
一
乗
シ
二
回
胸
部
ヲ
突
傷
シ
タ
ル
ハ
之
レ
ヲ
以
テ
殺
意
ナ
シ
ト
云
フ
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
依
テ
被
告
人
ノ
所
為



ハ
旧
法
ニ
在
テ
ハ
罪
人
拒
捕
条
捕
吏
ヲ
殺
ス
者
ノ
律
－
一
擬
シ
新
法
－
一
在
テ
ハ
其
罪
ヲ
免
カ
ル
、
為
メ
人
ヲ
故
殺
シ
タ
ル
モ
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ノ
ト
為
シ
刑
法
第
二
百
九
十
六
条
ニ
問
擬
ス
ヘ
キ
犯
罪
ニ
シ
テ
新
旧
ノ
法
共
ニ
死
刑
ニ
該
ル
ヲ
以
テ
新
法
ニ
従
ヒ
処
断
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
判
定
ス
然
ル
ニ
原
裁
判
所
ニ
於
テ
刑
法
第
二
百
九
十
九
条
第
百
三
十
九
条
第
百
四
十
条
－
一
間
擬

γ
タ
ル

ハ
擬
律
ノ
錯
誤
－
一
係
ル
不
法
ノ
裁
判
ナ
リ
ト
ス

判
決

右
ノ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
東
京
軽
罪
裁
判
所
－
一
於
テ
山
田
広
吉
ニ
言
渡
シ
タ
ル
裁
判
ヲ
平
翻
ス
ル

コ
ト
左
ノ
如
シ

山
田

広
士
ロ

前
に
弁
明
ス
ル
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
刑
法
第
二
百
九
十
六
条
ニ
依
リ

死
刑

明
治
十
五
年
十
一
月
一
日

判
事

山
根

秀
介

判
事

土
師

経
典

判
事

昌
谷

千
里

こ
の
判
決
に
は
「
執
行
せ
ず
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
前
に
も
一
言
し
た
ご
と
く
十
二
月
十
一
日
、
大
審
院
の
判
決
内

容
を
本
人
に
伝
達
し
た
東
京
裁
判
所
の
言
渡
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
模
様
を
十
二
月
十
三
日
の
朝
野
新
聞
は
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

強
盗
山
田
広
吉
は
、
昨
年
十
一
月
、
巡
査
清
水
久
徳
氏
に
拘
引
せ
ら
るL
途
中
、
神
田
神
保
町
に
於
て
、
伺
氏
を
殺
害
せ



し
も
の
な
る
が
、
本
年
二
月
廿
八
日
、
東
京
軽
罪
裁
判
所
に
於
て
有
期
徒
刑
十
二
年
を
申
渡
さ
れ
し
が
、
検
事
は
不
当
の
裁

判
な
り
と
し
て
上
告
せ
ら
れ
：
：
：
：
・
一
昨
十
一
日
、
同
裁
判
所
に
於
て
高
木
判
事
（
勤
｜
｜
手
塚
註
）
、

手
塚
註
）
出
廷
に
て
左
の
通
り
申
渡
さ
れ
し
と
ぞ
。

野
崎
検
事
（
啓
造
｜
｜

東
京
府
麹
町
区
下
六
番
町
十
七
番
地

幸
吉
方
止
宿

山
田

広
吉

右
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
東
京
軽
罪
裁
判
所
ニ
於
テ
山
田
広
吉
ニ
言
渡
シ
タ
ル
裁
判
ヲ
平
翻
ス
ル
左
ノ
如
シ
刑
法
第
二

百
九
十
六
条
に
依
リ
死
刑

右
之
通
大
審
院
ニ
於
テ
原
裁
判
平
翻
相
成
タ
リ
ト
難
モ
原
裁
判
失
出
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
死
刑
ハ
今
更
執
行
ニ
及
ハ
ザ
ル
儀
ト
心

得
ベ
シ

大
審
院
判
決
の
執
行
は
、
原
裁
判
所
に
任
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
東
京
軽
罪
裁
判
所
は
、
前
に
述
べ
た
明
治
十
二
年
二
月
十
日
・
太
政

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

官
指
令
に
則
り
（
本
稿
・
四
八
二
頁
参
照
）
、
死
刑
は
執
行
し
な
い
旨
を
被
告
に
言
渡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
十
一
月
一
日
・
大
審
院
判
決
の
内
容
の
内
、
犯
罪
行
為
の
分
析
、
そ
し
て
ま
た
法
律
の
適
用
は
正
に
完
壁
で
あ

っ
て
、
第
一
審
判
決
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
検
事
が
「
右
ハ
明
治
十
四
年
中
審
理
ニ
着
手
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
因
リ
旧
手

続
ニ
従
ヒ
期
限
外
上
告
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
点
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
を
容
認
し
て
判
決
を
行
な
っ
た
大
審
院
の
態
度
は
、
寒
に
問
題

が
あ
る
。
こ
の
検
事
の
主
張
は
、
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
・
太
政
官
布
告
第
八
二
号
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
「
は

し
が
き
」
で
述
べ
た
が
、

い
ま
い
ち
ど
そ
の
条
項
を
次
に
引
用
す
る
。

大
審
院
各
裁
判
所
ニ
於
テ
明
治
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
審
理
ニ
着
手
セ
シ
刑
事
ハ
十
五
年
一
月
一
日
以
後
ト
雄
治
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罪
法
－
一
拘
ハ
ラ
ス
の
ホ
従
前
ノ
規
則
ニ
従
ヒ
処
分
ス
へ
シ



こ
の
布
告
の
立
法
趣
旨
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
こ
の
布
告
の
制
定
を
求
め
た
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
の
司
法
省
申
奏
は

重
罪
軽
罪
ニ
至
ツ
テ
ハ
或
ハ
旧
法
－
一
従
ヒ
或
ハ
新
法
一
一
拠
リ
処
分
シ
テ
ハ
其
手
続
錯
雑
一
一
渉
リ
実
際
ニ
於
テ
障
擬
ノ
廉
砂488 

カ
ラ
ス
因
テ
本
年
十
二
月
中
刑
事
起
訴
ノ
件
大
審
院
各
裁
判
所
ニ
於
テ
審
理
シ
又
ハ
札
問
中
ノ
者
ハ
重
罪
軽
罪
ノ
別
ナ
グ
新

法
実
施
後
ト
難
ト
モ
総
テ
従
前
ノ
規
則
ニ
従
ヒ
処
分
ス
ル
コ
ト
相
成
候
へ
ハ
官
－
一
於
テ
モ
事
務
ヲ
速
弁
ス
ル
ノ
便
ア
リ
云
々

と
述
べ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
刑
法
と
治
罪
法
の
施
行
に
よ
り
、
犯
罪
は
重
罪
と
軽
罪
に
分
け
ら
れ
（
別
に
違
警
罪
も
あ
る
て
そ
れ
ぞ

れ
管
轄
裁
判
所
が
異
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
各
地
方
裁
判
所
が
原
則
と
し
て
全
て
の
刑
事
々
件
の
第
一
審
を
担
当
し
て
い
た
。
例
え
ば
東

京
で
い
え
ば
、
そ
れ
ま
で
は
東
京
裁
判
所
が
刑
事
の
第
一
審
を
所
管
し
た
が
、
新
法
実
施
後
は
、
東
京
裁
判
所
は
東
京
始
審
裁
判
所
と

な
り
、
軽
罪
裁
判
の
み
を
担
当
（
軽
罪
裁
判
所
と
し
て
て
重
罪
は
東
京
上
等
裁
判
所
が
改
組
さ
れ
た
東
京
控
訴
裁
判
所
（
重
罪
裁
判
所
と

し
て
）
の
所
管
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
東
京
裁
判
所
で
審
理
を
開
始
し
た
刑
事
々
件
の
内
、
重
罪
に
該
当
す
る
も
の
は
、
新
法
施
行

後
、
東
京
重
罪
裁
判
所
へ
移
す
べ
き
筈
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
、
非
常
に
「
錯
雑
」
に
な
り
、
事
務
の
「
速
弁
」
に

も
な
ら
な
い
か
ら
、
従
来
通
り
の
裁
判
手
続
を
そ
の
ま
ま
み
と
め
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
布
告
の
趣
旨
で
あ
る
。

申
奏
を
審
査
し
た
参
事
院
議
案
に
は
、

ま
た
、
こ
の
司
法
省

治
罪
法
第
二
十
七
条
第
二
項
ノ
主
義
ヲ
敷
桁
セ
シ
者
ニ
テ
即
チ
当
時
ノ
法
律
一
一
背
カ
ス
且
審
判
上
ノ
錯
雑
ヲ
省
キ
人
民
ニ

モ
便
宜
ヲ
与
フ
ル
ノ
方
法
ニ
テ
司
法
省
ノ
申
奏
ヲ
至
当
ナ
リ
ト
ス

と
も
云
う
。
治
罪
法
第
二
七
条
二
項
は
「
頒
布
以
前
－
一
為
シ
タ
ル
訴
訟
手
続
当
時
ノ
法
律
－
一
背
カ
サ
ル
時
ハ
其
効
ア
リ
ト
ス
」
と
い

う
条
項
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
新
法
施
行
前
開
始
さ
れ
た
合
法
的
手
続
は
、
新
法
施
行
後
も
、
新
法
に
よ
り
変
更
せ
ず
、
従
来
通
り
、

そ
の
手
続
の
進
行
を
み
と
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
重
罪
で
あ
る
べ
き
山
田
事
件
が
、
東
京
軽
罪
裁
判
所
で

判
決
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
た
め
で
あ
る
。



し
か
し
、
明
治
十
四
年
太
政
官
布
告
第
八
二
号
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
ま
で
が
限
界
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
先
の
訴
訟
手
続
、
例

え
ば
上
告
、
再
審
、
哀
訴
な
ど
の
手
続
は
す
べ
て
新
法
た
る
治
罪
法
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
指
令
、
内
訓
に
よ
る
べ
き
筈
。
前
掲
布

告
の
意
味
が
、
新
法
施
行
前
審
理
を
開
始
し
た
事
案
は
、
徹
頭
徹
尾
、
旧
法
に
よ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
見
解
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
証
拠
は
あ
る
。
例
え
ば
十
五
年
以
前
は
、
訴
訟
関
係
書
類
の
郵
送
は
禁
じ
て
い
た
が
（
明

治
六
年
四
月
二
十
八
日
・
司
法
省
達
第
六
九
号
）
、
治
罪
法
以
後
は
、
司
法
省
内
訓
で
そ
れ
を
み
と
・
め
て
い
る
（
十
五
年
二
月
十
七
日
・
大
審
院

伺
、
同
月
二
十
八
日
・
司
法
省
内
〈
説
。
そ
れ
が
た
め
、
十
五
年
以
前
に
上
告
状
を
提
出
、
十
五
年
一
月
以
降
に
上
告
追
願
書
を
郵
送
し
た

場
合
、
司
法
省
は
内
訓
で
そ
の
受
理
を
み
と
め
て
い
る
（
十
五
年
五
月
六
日
・
大
審
院
伺
、
同
月
十
八
日
・
司
法
省
内
訓
）
。
ま
た
治
罪
法
施

行
前
の
明
治
十
四
年
十
二
月
、
静
岡
裁
判
所
で
判
決
の
あ
っ
た
前
島
豊
太
郎
の
議
誘
律
違
反
事
件
に
際
し
、
前
島
は
直
に
上
告
、
翌
十

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

五
年
三
月
、
そ
れ
が
却
下
さ
れ
る
や
、
さ
ら
に
再
審
（
治
罪
法
第
四
三
九
条
以
下
）
請
求
を
行
な
い
、
そ
れ
も
九
月
に
棄
却
さ
れ
る
と
、

こ
ん
ど
は
哀
訴
（
治
罪
法
第
四
三
六
条
以
下
）
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
再
審
、
哀
訴
の
手
続
は
す
べ
て
治
罪
法
の
規
定
に
準
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。

も
し
も
十
五
年
前
に
審
理
が
開
始
さ
れ
た
事
案
に
は
、
旧
法
の
み
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
以
上
の
事
態
は
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
山
田
広
吉
事
件
を
考
察
す
る
と
、
そ
の
事
件
に
対
し
て
「
期
限
外
上
告
」
の
制
を
適
用
し
て
死
刑
を
宣
告
し

た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
死
刑
は
「
執
行
せ
ず
」
と
言
渡
し
た
こ
と
な
ど
の
一
連
の
措
置
は
、
治
罪
法
の
施
行
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
筈
の

旧
法
令
並
び
に
太
政
官
指
令
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
疑
う
余
地
の
な
い
違
法
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（l
）
最
高
裁
判
所
保
管
の
判
決
原
本
に
よ
る
．



（2
）
こ
の
言
渡
の
公
文
書
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
記
事
に
み
ら
れ
る
言
渡
文
が
全
文
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
．

（3
）
治
罪
法
第
四
三
二
条
に
は
「
大
審
院
－
一
於
テ
原
裁
判
言
渡
ヲ
破
段
シ
直
チ
ニ
裁
判
言
渡
ヲ
為
シ
タ
ル
時
ハ
原
裁
判
所
又
ハ
他
ノ
裁
判
所
ヲ
シ
テ
其
執
行
ヲ
為
サ
シ

ム
可
ご
と
あ
る
。
こ
の
規
定
の
旧
法
に
当
る
「
控
訴
上
告
手
続
」
（
明
治
十
年
二
月
十
九
日
・
太
政
官
布
告
第
十
九
号
）
第
三
五
条
に
も
「
大
審
院
ハ
：
；
：
上
告
理

ア
リ
ト
決
ス
ル
ト
キ
ハ
：
：
：
大
審
院
自
ラ
之
ヲ
審
判
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
判
シ
若
グ
ハ
単
へ
ニ
其
擬
律
ヲ
平
翻
シ
テ
原
裁
判
所
－
一
発
付
シ
処
分
セ
シ
ム
」
と
あ
り
、
同
趣
旨
で

あ
る
。
東
京
軽
罪
裁
判
所
が
、
ど
ち
ら
の
条
項
を
準
拠
と
し
て
「
執
行
せ
ず
」
と
の
言
渡
を
行
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
．
し
か
し
、
期
限
外
上
告
そ
の
も
の
が
旧
法
で

あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
場
合
も
ま
た
後
者
の
旧
法
に
準
拠
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
．

（4
）
前
掲
法
規
分
類
大
全
・
治
罪
法
ハ
円
・
刑
事
諸
則
・
二
O
一
頁
。

（5
）
始
審
裁
判
所
、
控
訴
裁
判
所
と
い
う
名
称
は
官
庁
と
し
て
の
裁
判
所
名
で
あ
り
、
軽
罪
裁
判
所
、
重
罪
裁
判
所
の
名
称
は
、
実
際
に
裁
判
を
行
う
と
き
の
名
称
す

な
わ
ち
訴
訟
法
上
の
名
称
で
あ
る
。

（6
）
控
訴
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
方
で
は
、
始
審
裁
判
所
で
重
罪
裁
判
所
が
聞
か
れ
（
治
罪
法
第
七
二
条
）
、
ま
た
始
審
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地

方
で
は
、
治
安
裁
判
所
で
軽
罪
裁
判
所
が
聞
か
れ
、
予
審
を
必
要
と
し
な
い
軽
罪
を
審
理
し
た
（
明
治
十
四
年
十
月
六
日
・
太
政
官
布
告
第
五
四
号
）
．

（7
）
註
（
4

）
に
同
じ
．

（8
）
前
掲
治
罪
法
訓
令
類
纂
・
一
一
五
四
頁l

一
一
五
五
頁
。

（9
）
前
掲
書
・
一
一
O
七
頁
。

（
叩
〉
拙
稿
「
議
詩
律
を
巡
ぐ
る
二
つ
の
大
審
院
判
例
」
・
法
学
研
究
（
慶
大
）
第
四
二
巻
一
一
号
（
昭
和
四
十
四
年
）
・
七
六
頁
以
下
。

五

ぴ

む

す

治
罪
法
第
四
三
五
条
の
非
常
上
告
は
、
前
に
も
一
言
し
た
ご
と
く
、
相
当
の
刑
よ
り
軽
い
刑
が
誤
っ
て
言
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。
非
常
上
告
は
「
被
告
人
ノ
利
益
」
の
た
め
だ
か
ら
で
あ
る
。
山
田
広
吉
事
件
の
場
合
、
こ
の
立
法
精
神
を
生
か
す
な
ら

ば
、
誤
判
の
ま
ま
放
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
法
律
制
度
か
ら
み
れ
ば
、
も
っ
と
も
妥
当
な
措
置
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
司
法
省
当
局
が
敢
て
強
引
に
「
期
限
外
上
告
」
に
ふ
み
切
っ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
司
法
省
、
大
審
院
が
余
り
に
も
明
ら

か
な
誤
判
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
面
白
を
保
持
し
、
権
威
の
失
墜
を
免
が
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

490 



山
田
事
件
と
同
じ
明
治
十
五
年
、
大
審
院
が
演
説
に
対
し
て
は
適
用
で
き
な
い
筈
の
議
誘
律
を
強
引
に
適
用
し
た
前
島
豊
太
郎
事
件

と
荒
川
高
俊
事
件
を
、
私
は
か
つ
て
紹
介
、
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
五
年
以
前
に
発
生
し
た
演
説
に
よ
る
「
不
敬
罪
」

を
、
十
五
年
刑
法
の
「
不
敬
罪
」
と
同
等
に
重
く
罰
せ
ん
と
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。

山
田
事
件
と
前
島
事
件
お
よ
び
荒
川
事
件
を
比
較
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
動
機
は
異
な
る
が
、
成
文
法
規
を
都
合
よ
く
怒
意
的
に
解

釈
し
た
点
、
さ
ら
に
被
告
人
の
利
益
は
全
く
顧
慮
し
な
い
点
に
、
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。

法
治
主
義
の
未
熟
さ
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
当
時
の
司
法
当
局
は
、
な
ん
ら
か
の
政
策
的
な
目
的
追
求
の
た
め
に
は
、
法

律
解
釈
の
厳
格
性
あ
る
い
は
個
人
の
人
権
擁
護
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
簡
単
に
無
視
す
る
態
度
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

山
田
事
件
に
み
ら
れ
る
「
執
行
セ
ズ
」
と
い
う
死
刑
判
決
は
、
正
に
そ
う
し
た
姿
勢
の
端
的
な
表
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（1
）
井
上
正
一
「
日
本
治
罪
法
講
義
」
下
巻
（
明
治
二
十
一
年
）
・
一
一
一
一
六
六
頁
。

（2
）
（3
）
拙
稿
・
前
掲
二
つ
の
大
審
院
判
例
・
法
学
研
究
（
慶
大
）
第
四
二
巻
一
一
号
・
七
六
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
不
敬
罪
事
件
・
前
掲
自
由
民
権
裁
判
の
研
究

下
・
二
六
八
頁
以
下
参
照
。

「執行セズ」という死刑判決（手塚）

（
三
月
十
九
日
稿
）
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